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⽣活習慣病・潜在性臓器障害の疫学研究 
 

1. 背景 
⽣活習慣病は様々な病気になる危険性を⾼めます。最近では、⽣活習慣病が⾼齢者におけ

る認知機能の低下やサルコペニア（筋量や筋⼒の低下）の危険性を⾼めることも分かってき
ました。しかし、これまでの⽣活習慣病予防に関する研究にご協⼒頂いた⽅は⾼齢者が多く、
成⼈後中年期までの⽅を対象とした研究は限られています。若〜中年期における⽣活習慣病
の危険因⼦を明らかにすることは、この世代での健康づくりに⽋かすことができません。 

 
2. ⽬的 

SBS 静岡健康増進センターが実施する健診・⼈間ドック受診者の検査結果を分析すること
で、⽣活習慣病や様々な病気の予防に資する知⾒を得ることを⽬的としています。 
 
3. 研究の概要 

SBS 静岡健康増進センターから仮名加⼯された健診データの提供を受けて、⽣活習慣病や
様々な病気との関連を検討します。⽣活習慣病や脳や⼼臓などの⼤きな病気は、病気の危険性
を⾼める因⼦を共有することが多いため、研究の対象となる病気や危険因⼦を予め特定せず、
さまざまな病気について解析を⾏います。 
 
4. 研究組織・実施体制 

研究機関 
機関の名称 静岡社会健康医学⼤学院⼤学 
機関の⻑ 宮地良樹 静岡社会健康医学⼤学院⼤学 学⻑ 
研究代表者 ⽥原康⽞ 静岡社会健康医学⼤学院⼤学 教授 
研究者等 ⽥中仁啓 静岡社会健康医学⼤学院⼤学 准教授 
 佐藤洋⼦  静岡社会健康医学⼤学院⼤学 講師 
 佐藤清⾹  静岡社会健康医学⼤学院⼤学 講師 

＊研究者は将来的に追加される場合があります。 

共同研究機関・責任者 
公益財団法⼈ SBS 静岡健康増進センター 所⻑ 古賀 震 

研究資⾦と利益相反 
この研究に掛かる経費は、静岡県からの社会健康医学研究委託費、および公的競争的研究

資⾦によって賄います。この研究に関連する利益相反は、「静岡社会健康医学⼤学院⼤学利益
相反マネジメントポリシー」、「静岡社会健康医学⼤学院⼤学利益相反マネジメント規程」に
従い、静岡社会健康医学⼤学院⼤学利益相反審査委員会において審査を受け、適切に開⽰し
ます。共同研究機関においては、各機関の利益相反審査部⾨において審査を受け、適切に開⽰
します。 
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研究実施期間 
この研究の実施期間は、倫理審査承認⽇から 2028年 3 ⽉ 31 ⽇とします。ただし、研究の

進捗によっては、倫理審査委員会の承認を得て研究期間を延⻑することがあります。 
 
5. 研究に⽤いる臨床情報 

臨床情報 
SBS 静岡健康増進センターで実施した健診・⼈間ドックの検査結果等（性別・年齢・⾝体
計測値・⾎液検査値・尿検査値・臨床検査値・画像検査値・問診結果等）を研究に使⽤しま
す。事前に⽒名やその他の個⼈情報を番号に置き換え（仮名加⼯）るため、分析を担当する者
がどなたの情報か知ることはできません。 

情報の保存期間 
研究の成果発表に関わる情報（⽂書や数値データ）は、発表後 10年保存することが義務づ

けられています。 

情報の外部提供 
この研究に関連して提供を受けた情報は、「4. 研究組織・実施体制」に記載した研究者のみ

が扱い、他の研究者や研究機関等への提供は⾏いません。 

情報の廃棄 
この研究が終了した場合等、情報を廃棄する際は、電⼦機器は破壊するか電磁的処理によ

って記録された情報を復元出来ないようにします。 
 
6. 研究対象者・インフォームドコンセント 
本研究事業は「ヘルシンキ宣⾔」と「⼈を対象とする⽣命科学・医学系研究に関する倫理
指針」に基づいて実施します。 

研究対象者 
SBS 静岡健康増進センターが実施する健診・⼈間ドックを受診された⽅のうち、センター

が受診者に対して⾏っている試料等の研究利⽤の依頼「健診に伴い発⽣する試料等の保存お
よび医学研究への利⽤についての同意（包括同意）に関するお願い」に対して、オプトアウト
⽅式で同意された⽅が対象です。 

この研究への参加を望まない場合 
SBS 静岡健康増進センターに同意撤回を申し出でてください。申し出された⽅の仮名加⼯
番号について連絡を受け次第、データから情報を削除します。 
 
7. 研究と成果・結果の公表 

期待される結果 
この研究からは、病気の発症等に関係する危険因⼦が明らかになれば、病気の原因の解明
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や、早期からの病気の予防に役⽴つことが期待されます。 

情報公開・学術発表 
この研究の成果は、個⼈が特定されない形で学会や学術誌などに発表します。また、静岡社

会健康医学⼤学院⼤学や SBS 静岡健康増進センターの広報やホームページ等でも公表します。
地域住⺠向けの啓発活動等にも利⽤します。 
 
8. その他 

相談窓⼝ 
この研究に関する個別相談 

静岡社会健康医学大学院大学 静岡多目的コホート事務局 

〒420-0881 静岡市葵区北安東 4丁目 27番 2号 電話：080-4950-2614（直通） shizuoka.cohort@s-sph.ac.jp 

静岡社会健康医学大学院大学の相談窓口 

静岡社会健康医学大学院大学 教務課研究支援室 

〒420-0881 静岡市葵区北安東 4丁目 27番 2号 電話：054-295-5401 info@s-sph.ac.jp 

 
 


